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化学システム工学とは

化学：

物質・反応に関する真理を
発見・追究する学問

システム的思考：

社会や環境のような開放系の複雑な
事象を、目的に応じて階層化・単純
化して取り扱おうとする考え方

工学：
課題解決の学問。実際に起きている
課題を、明確な目的意識のもとで解
決に導く学問
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化シスが育てる人材像

システム的思考

課題解決・目的指向型
マインド

コミュニケーション
能力

Specialist
にして

Generalist
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化学知を社会に
～化生系における化シス～

社会

応用

基礎

物理 化学 生命科学
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脇原徹教授 太田誠一准教授 杉原加織准教授 岸本史直講師

教員パネリスト紹介

太田研究室

システム・ナノ医療診断

・医療用の機能性ナノ粒
子の開発

・バイオマーカーのシス
テム解析・画像診断

脇原研究室

ナノ空間材料システム
工学

・機能性セラミックス
の基礎・応用

・結晶性、非晶質多孔
体・ゼオライト

杉原研究室

生物物理工学

・膜物理、ソフトマテ
リアル工学、バイオテ
クノロジー、脂質自己
組織化

高鍋・小畑・岸本研究
室

エネルギー変換触媒化学

・水素製造触媒の開発
・CO2資源化触媒の開発
・マイクロ波加熱による
触媒プロセスの革新
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モノづくりにおける
化学システム工学の役割

プラスチック製品
医薬品

再生可能エネルギー

化学

「何を」 「どのように」 「どれくらい」作れば良い？

→これに答えるのが化学システム工学

社会
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化シスの研究フィールド

環 境

エネルギー

医 療
材料

デバイス

産業
応用

安心
安全
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化学システム工学のココがすごい
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情報系を駆使した化学の研究

AIと自動実験で触媒を開発 （高鍋・小畑・岸本研究室）
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情報系を駆使した化学の研究
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再生医療は高価。どの病気から適用すべきか（杉山研究室）

シミュレーションは全体を示せる。その手法を研究

Agent-based modelによる
患者治療モデル

費用対効果マップ

パーキンソン病

心臓病

骨髄損傷

Hayashi, et al, Chem Eng Res Des, 182, 172–182 (2022)



世界とのつながり 高鍋・小畑・岸本研究室の例

U.S.

Saudi Arabia

South Africa

Germany

留学

研究コラボレーション

Taiwan

China

Canada

India

世界中から集まるメンバーと、グローバルに最先端研究を進めています

Korea

Mongolia

Switzerland

留学

留学

Spain

Brunei
留学



化シス卒業生の進路

化シス卒業生は、幅広い分野で活躍しています
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博士課程進学への支援も充実

WINGS、SPRING-GXプログラム、化学人材育成プログラム etc



修士2年 小野

（太田研究室）

ものづくりが好きで、中
でも化学を使ったものづ
くりに興味を持ち化シス
に進学。
現在は、乳がんリンパ節
転移の新規診断手法の開
発に取り組む。
学部時代は東京大学ブラ
スアカデミー（吹奏楽団
体）に所属し、現在も社
会人音楽団体に所属。

修士2年 生田

（杉山・Badr研究室）

取り扱う対象が化学を基
盤としながらも幅広く、
いずれも重要な社会問題
と結びついていることに
魅力を感じ、化シスに進
学。
現在は、再生医療の実用
化に向けた間葉系幹細胞
培養プロセスのモデル化
に関する研究に取り組む

学生プレゼンター

修士２年 掛川

（中山研究室）

化学を利用して社会問題
にアプローチできること、
幅広い分野の学習ができ
ることに魅力を感じて化
シスに進学。
現在は、機械学習を利用
した化学現象のシミュ
レーションおよび解析手
法の開発に取り組む。

修士1年 長井

（山田・北田研究室）

杉山先生の授業で「シス
テム全体の最適化」に魅
力を感じたというきっか
けに加え、卒業後稼げそ
うという下心もあって化
シスに進学。
現在は安全かつ高性能な
電池設計に必須である、
高機能性電解液の研究に
取り組む。
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１限 2限 3限 4限 5限

月

火

水

木

金

講義履修：2Aセメスター

計測通論B

化学ｼｽﾃﾑ
工学基礎論

電気工学大要第一

分析化学Ⅰ

物理化学Ⅰ

数学１Ｅ

応化・化ｼｽ・化生共通 化ｼｽ特有

分析化学Ⅱ化学工学Ⅰ

コンピュータ
及び演習

無機化学Ⅰ

物性論Ⅰ

物理化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅰ

分析化学Ⅱ

電気工学大要第一

化学工学Ⅰ

無機化学Ⅰ

物性論Ⅰ

分析化学Ⅰ

上段：A1 下段：A2

環境ｼｽﾃﾑ
工学基礎論

生命科学概論
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量子化学Ⅰ

量子化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅰ

学生パネリストの履修例 (全ての時間割のリストは末尾の資料参照)



１限 2限 3限 4限 5限

月

火

水

木

金

講義履修： 3Sセメスター

応用物性
工学

量子化学Ⅱ
ﾌﾟﾛｾｽｼｽﾃﾑ
工学Ⅰ

化学反応論
Ⅰ

物理化学2
分析化学実験及び演習
有機化学実験及び演習
化学工学実験及び演習

化学工学Ⅱ

数学２Ｆ

応化・化ｼｽ・化生共通 化ｼｽ特有

化学・生命
研究倫理

物理化学
及び演習Ⅱ

分析化学実験及び演習
有機化学実験及び演習
化学工学実験及び演習

環境システ
ム工学Ⅰ

分析化学実験及び演習
有機化学実験及び演習
化学工学実験及び演習
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Workshop towards
communicating
 engineers

他学科授業

学生パネリストの履修例 (全ての時間割のリストは末尾の資料参照)



１限 2限 3限 4限 5限

月

火

水

木

金

講義履修： 3Aセメスター

反応工学Ⅰ
化学ｼｽﾃﾑ
工学輪講

化学工学
及び演習Ⅱ

分離工学Ⅰ

伝熱工学

応化・化ｼｽ・化生共通 化ｼｽ特有

化学流体
力学

物理化学3

統計解析

化学反応論
Ⅱ

物理化学実験及び演習
化学工学実験及演習
生命工学実験及び演習
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物理化学実験及び演習
化学工学実験及演習
生命工学実験及び演習

物理化学実験及び演習
化学工学実験及演習
生命工学実験及び演習

他学部授業

学生パネリストの履修例 (全ての時間割のリストは末尾の資料参照)



座学だけじゃない

・化学工学実験（３年冬）

・工場見学（３年冬）
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教員との距離が近い

・コンタクトグループ
– 定期的に先生4人対学生6~8人で
ミーティングを実施
（通常はランチをしながら）

– 一人一人の成長を気にかけてくれる

・化シス輪講（３年冬）
– 先生と少人数の学生で教科書をじっくり輪読する

– 研究室の雰囲気や研究内容に触れることができ、
研究室選びの参考になる
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4年＠本郷 山田北田研 M1

１限 ２限 ３限 ４限 ５限

月

火

水

木

金

卒業研究 卒業論文は安全かつ高機能な
電解液設計に関する研究。

「これまでの高安全な電池が
何故、期待通りの性能を発揮
できていなかったのか。」

そのメカニズムについて調査
しました。4年生では実験系

でしたが、修士からは 実験
に加えてシミュレーショ
ン も行います。

(両方できるって結構すごい
環境です。)
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社会実装を見据えて

プロセス設計及び演習（４年夏）
化学産業で使われているソフトウェアで
経済性・環境影響を考慮したシミュレーション
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研究室での１日
ある日の過ごし方 ＠太田研究室 M2女子の場合

7:00 13:00 18:00

起床 昼飯実験
解析

帰宅

22:30

就寝

研究室スキー研究室夏旅行

8:00 9:00

英会話 自由

10:00

自由
(バイト等)

実験
解析

登校

研究室バーベキュー

21研究室女子でスポーツ



広い視野を育てる実践的プログラム

プラクティススクール（M1夏）

・世界でMITと化シスと東工大のみのプログラム

・ただのインターンシップではない

・教員も一緒に企業に入り込み、企業の事業に

直結したレベルの高い研究を企業内で行う

化学システム設計特論（M1夏）
・自分の研究テーマと全く違う研究室のテーマを研究

・別分野の学会発表を行うこともある
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国際交流の機会も豊富！
学内での交流

• 2・3年生向けに週１回の国際交流会を学科で開催

• 留学生・海外の先生との交流機会も豊富！
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国際学会・シンポジウム

トロント

フロリダ
シンガポール

ボストン
ベルギー

パリ

スイス連邦工科大チューリヒ校

(学生パネリスト体験談)



今後の予定
５月26日月曜日 ５限終了後～ ＊軽食あり 無料

「化シス なんでも相談会」

研究室の様子、卒論、進路・キャリアなど・・・ 化シスの先生方へ色々質問できます。

ガイダンスで疑問に思ったことを直接相談できますので、是非、ご参加ください！
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５月13日火曜日 12:15-12:40 ＊軽食あり 無料

ランチセミナー 杉原加織准教授

「ペプチドを使って耐性菌と戦う」

近年抗生物質が効かないバクテリア、耐性菌が広がり社会問題となっています。 この問題を抗菌ペ
プチドで解決するための研究を紹介します。



化シスの情報はコチラ

情報配信希望登録フォーム
化シス情報、イベント案内を送付します

登録フォーム

News、プレスリリース、
研究室、教員一覧、受賞情報 etc.

化シスWeb
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Thank you.
是非、化シスへ

Department of Chemical System Engineering
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１限 2限 3限 4限 5限

月

火

水

木

金

2年Aセメスター＠駒場

計測通論B

化学ｼｽﾃﾑ
工学基礎論

電気工学大要第一

分析化学Ⅰ

物理化学Ⅰ

数学１Ｅ

応化・化ｼｽ・化生共通 化ｼｽ特有

分析化学Ⅱ化学工学Ⅰ

コンピュータ
及び演習

無機化学Ⅰ

物性論Ⅰ

物理化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅰ

分析化学Ⅱ

電気工学大要第一

化学工学Ⅰ

無機化学Ⅰ

物性論Ⅰ

分析化学Ⅰ

上段：A1 下段：A2

環境ｼｽﾃﾑ
工学基礎論

生命科学概論

生命化学Ⅰ

生命化学Ⅱ

生命化学Ⅰ

生命化学Ⅱ
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量子化学Ⅰ

量子化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅰ

参考資料：化シスの時間割



１限 2限 3限 4限 5限

月

火

水

木

金

3年 Sセメスター＠本郷

応用物性
工学

量子化学Ⅱ
ﾌﾟﾛｾｽｼｽﾃﾑ
工学Ⅰ

化学反応論
Ⅰ

物理化学2
分析化学実験及び演習
有機化学実験及び演習
化学工学実験及び演習

化学工学Ⅱ

数学２Ｆ

応化・化ｼｽ・化生共通 化ｼｽ特有

有機化学Ⅲ
化学・生命
研究倫理

バイオテクノロ
ジーⅠ

物理化学
及び演習Ⅱ

分析化学実験及び演習
有機化学実験及び演習
化学工学実験及び演習

環境システ
ム工学Ⅰ

高分子化学
Ⅰ

分析化学実験及び演習
有機化学実験及び演習
化学工学実験及び演習
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Workshop towards
communicating
 engineers

参考資料：化シスの時間割



１限 2限 3限 4限 5限

月

火

水

木

金

3年 Aセメスター＠本郷 ＊2023年度

反応工学Ⅰ
化学ｼｽﾃﾑ
工学輪講

化学工学
及び演習Ⅱ

分離工学Ⅰ

伝熱工学

エネルギー
工学

応化・化ｼｽ・化生共通 化ｼｽ特有

化学流体
力学

物理化学3

統計解析

化学反応論
Ⅱ

高分子化学
Ⅱ

バイオテク
ノロジーⅡ

物理化学実験及び演習
化学工学実験及演習
生命工学実験及び演習
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プロセス
システム
工学Ⅱ

物理化学実験及び演習
化学工学実験及演習
生命工学実験及び演習

物理化学実験及び演習
化学工学実験及演習
生命工学実験及び演習

参考資料：化シスの時間割
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